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おわりに

Ⅳ　エチオピアの舞踊解析

　本研究においては，モーションキャプチャにより
収録したデータをもとに舞踊動作の分析を行う。デ
ータの収録にあたっては，２００８年１１月に来日した国
立舞踊団のディレクターに対し聞き取り調査を行い，
地域や民族を考慮した上で代表的な５つの舞踊演目
を選んでもらい，各演目における典型的な２つの動
作を選んでもらうことにより収録演目を選定した。

Ⅳ・１　舞踊動作の収録
　２００８年１１月，立命館大学衣笠キャンパスのアー
ト・リサーチセンターにおいて，モーションキャプ
チャを用いて舞踊動作の収録を行った。舞踊動作の
収録では，専用のスーツに３２個のマーカーを取り付
け，それぞれのマーカーの軌跡を１２台のカメラを用
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エチオピアの舞踊特性と舞踊のデジタル記録・解析・考察（下）
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　本研究の目的は，今日のエチオピアにおける舞踊の特性を明らかにすることである。エチオピアの舞踊
は，元来，地域の共同体の中で伝承されてきた。今日では，若者の欧米文化への偏重傾向等により伝統的
な舞踊や音楽が演じられる機会は減ってきているが，国立劇場に所属する舞踊団や，民間の舞踊団によっ
て舞踊が伝承されている。本研究では，エチオピアの舞踊の特性を明らかにするためにエチオピアで人類
学的フィールドワークを行い，エチオピア北部の舞踊ウォロ，中西部の舞踊グラゲ，南部の舞踊コンソ，
東部の舞踊ソマリ，中南部の舞踊オロモの計５種類について，モーションキャプチャを利用してデジタル
記録を作成し，特に肩と腰の速度変化，肩と腰のラインの角度変化，腕とひざの動きに関する解析を行い，
解析結果について現地舞踊家への聞き取り調査を行った。その結果，各舞踊の基本的な動作の特性が明ら
かになり，さらに，特定の部位のみを強調すると考えられていた舞踊であっても全身を用いた多彩な表現
が行われていることが明らかになった。また，解析結果をもとにした聞き取り調査を行うことで，各舞踊
における動作特性や，望ましいとされる動作について，より一層の把握が可能となった。
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いて追跡し，モーションアナリシス社のソフト
「EVarT 4.2」を用いて記録と編集を行った。

Ⅳ・２　被験者
　被験者はエチオピア国立劇場に所属する団員４名
で，その内訳は，男性２名，女性２名となっており，
全員が舞踊家である。これら舞踊家４名のプロフィ
ールについては以下のとおりである。
①男性A
　北部のティグレ州出身。身長１７５cm，体重５７kg。
舞踊団に所属する前の舞踊経験は４年，舞踊団には
２年所属。
②男性B
　南部諸民族州のグラゲ地方出身。身長１７５cm，体
重６０kg。舞踊団に所属する前の舞踊経験は１３年，舞
踊団には１０年所属。
③女性C
　北部のアムハラ州出身。１７０cm，５０kg。舞踊団に
所属する前の舞踊経験は４年，舞踊団には２年所属。
④女性D
　南部諸民族州のグラゲ地方出身。身長１６５cm，体
重５７kg。舞踊団に所属する前の舞踊経験は４年，舞
踊団には３年所属。

Ⅳ・３　演目
　収録した演目は，ウォロ２種，グラゲ２種，コン
ソ２種，ソマリ２種，オロモ２種であり，収録・解
析を行った舞踊の概要は以下のとおりである。
Ⅳ・３・１　ウォロ
　エチオピア北部，ウォロ地方のアムハラ人の間で
伝承されてきた舞踊である。ウォロの舞踊は男性が
牧畜のスティックを持って踊る。女性も男性も，肩
の動きなどを強調するエスケスタを中心に踊る。
Ⅳ・３・２　グラゲ
　グラゲは，首都アディス・アベバの南に位置する
地方等で生活している民族の名前である。グラゲの
舞踊では，脚が最もよく使われる。ひざを胸に付け
るように高く蹴りあげて体を前傾させながら踊った

り，脚のリズムに合わせ，顔に水をかけるように手
をたたきながら踊ったりする。これらの動きは，彼
らが穀物を脱穀するときの動作に由来していると言
われている。
Ⅳ・３・３　コンソ
　エチオピア南東の小さな村々に住むコンソ人に伝
わる舞踊である。コンソ人は山岳地帯に集落を形成
しており，周辺の他の部族とは異なる独自の文化を
持っている。コンソ人の舞踊は，肩，ひじなどの動作
や，巧みなひざの動きに特徴があると言われている。
Ⅳ・３・４　ソマリ
　エチオピア東部とその隣国ソマリアに広く分布す
る，ソマリ人に伝わる舞踊である。彼らはラクダを
連れて水場を移動する遊牧民である。彼らの舞踊は，
腕を前後左右に大きく伸ばす動作や，腕と脚を同時
に使ったリズミカルなジャンプが特徴的である。
Ⅳ・３・５　オロモ
　オロモはエチオピアで最も大きい民族のひとつで
ある。オロモの人々はエチオピア中南部の広範囲に
渡って居住しており，居住地域によりアルシ・オロ
モArsi Oromo，ショア・オロモShewa Oromo，ウ
ォラガ・オロモWelega Oromo，バレ・オロモBale 
Oromo等に細分される。本研究では，アルシ・オ
ロモとショア・オロモの舞踊動作を分析している。
アルシ・オロモは，エチオピアの中央からやや南東
に位置する地域に住む人々である。アルシの女性舞
踊家は，首から上を激しく八の字に振り回すことに
より髪を振り乱すことを通じて女性らしさを表現す
る。アルシ・オロモ，ショア・オロモともに，牧畜
で使うスティックを用いた動きが舞踊動作の中に取
り入れられている。

Ⅳ・４　解析
　A.ローマックスは，通文化的に舞踊動作をみる際，
胴体が１つのユニットとして，あるいは複数のユニ
ットとして扱われているかを論じている（Lomax 
１９６９）。複数のユニットとして胴体を扱う例につい
て，ローマックスは，上半身を固定しつつ，下半身
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の骨盤，腰，腹部周辺を動かすという動作を挙げて
いる。これまで筆者らは，ローマックスの考えをも
とに，ナイジェリアやガーナの舞踊動作について，
特に肩と腰の動きに着目してモーションキャプチャ
データの解析を行ってきた（遠藤他 ２０１４）。
　それを踏まえ，本研究における舞踊動作の解析に
おいては２つの点に着目する。１点目は，舞踊家が
身体，特に胴体をどのように動かしているかである。
２点目は，各舞踊家の表現方法の違いである。それ
らを明らかにするため，各舞踊家の肩と腰の動きに
ついて，各部位の速度変化と角度変化に着目して解
析を行った。
　肩と腰の速度変化については，左右の肩，左右の
腰に取り付けた計４個のマーカーの軌跡をもとに，
マーカーの移動距離を時間で除算することで秒速を
算出した。角度については，正面から見た肩の角度
変化（数式１）と，腰の角度変化（数式２）を算出
した。　

 

　

 

　
　また，エチオピアの舞踊においては腕やひざの動
きも重要となるため，左右の両ひじ，両ひざの計４
か所についても，各部位の動きを把握するために速
度を算出している。これらの速度についても，肩と
腰の各マーカーの速度と同様，マーカーの移動距離
を時間で除算することによって算出している。
　このようにして，収録した５演目について，各舞
踊家の肩，腰，ひじ，ひざの速度変化と角度変化に
ついての分析結果をまとめた。表１，表２は，各被

数式１　正面から見た肩の角度変化の計算式

LS：左肩マーカー　RS：右肩マーカー
xyzは各マーカーの三次元座標

θw=tan−1
LA−RA

√(LA−RA)2+(LAz−RAz)2

数式２　正面から見た腰の角度変化の計算式

LA：左腰マーカー　RA：右腰マーカー
xyzは各マーカーの三次元座標

験者の舞踊動作の分析結果のうち，特に肩と腰の動
きについて男女別にまとめたものの一覧表である。

Ⅴ　解析結果に関する聞き取り調査と考察

　２０１４年９月１５日および２０１６年９月８日，アディ
ス・アベバにおいて，舞踊動作のデジタル記録（三
次元映像）や解析結果についての聞き取り調査を行
った。調査対象者は，国立舞踊団所属の対象者 S
（男性・２０１４年当時２４歳・舞踊家）および対象者 Z
（男性・２０１４年当時４２歳・太鼓演奏者）である。調
査は以下のような手順で行っている。まず各演目に
ついて，男性，女性それぞれの舞踊動作のデジタル
記録を見せる。次に，各舞踊の動作における特性や
重要な点について質問し，最後に，各舞踊の特性や
重要な点を踏まえた上で，各舞踊家の解析結果に関
する質問を行っている。

Ⅴ・１　男性による各舞踊動作に関する聞き取り調
査と考察

　※男性の各舞踊動作に関する聞き取り調査の結果
および考察は『立命館産業社会論集５２-３号』に掲
載。

Ⅴ・２　女性による各舞踊動作に関する聞き取り調
査と考察

　次に，女性の各舞踊動作に関する聞き取り調査の
結果および考察は以下のようになった。
Ⅴ・２・１　ウォロ
　対象者S，Zによると，ウォロaにおいて，舞踊
動作の特性に即した動きをしているのは女性Cであ
り，その理由は，ウォロaで，もっとも重要な点は
首と肩の動きであり，女性Cは，その動作ができて
いるからであるとしている，解析結果を見ると，女
性Cは肩，ひじ，ひざの速度において女性Dを上回
っており，聞き取り調査で得られたコメントを解析
により裏付けることができている。
　また，ウォロbについて，対象者S，Zによると，
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この舞踊は首を前後に動かす動作が中心となってお
り，ウォロbにおいてもっとも重要な点は首と肩の
動きであり，次に，腕と全身の動きが重要となって
いるとのことである。ウォロbにおいても女性Cが
舞踊動作の特性に即した動きをしており，その理由
として，首，肩，腕の動きの良さを挙げている。解
析結果を見ると，ウォロbは全体的に穏やかな舞踊

動作であるが，女性Cの方が，肩，腰，ひじ，ひざ
のすべてにおいて速度が上回っていることから，対
象者S，Zのコメントを裏付けできる解析結果とな
っている。
Ⅴ・２・２　グラゲ
　対象者S，Zによると，グラゲaにおいて舞踊動作
の特性に即した動きをしているのは女性Dである。
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表２　女性C，女性Dの解析結果

女性D女性C
肩と腰を穏やかに動かす。肩，腰ともに速度は速くなく，ど
ちらも同じような速さで動く。角度変化では，肩の角度変化
が大きいのに比べ，腰はほとんど角度が変化しない。ひじを
速く動かす一方，ひざは，速く動かない。

肩と腰を穏やかに動かす。肩と腰ともに速度は速くないが，
肩の速度の方が，腰の速度よりも速い。角度変化でも，肩の
角度変化が大きいのに比べ，腰はほとんど角度が変化しない。
ひじを速く動かす一方，ひざは，ひじほど速く動かさない。

ウォロ
a

肩と腰を穏やかに動かす。肩，腰ともに速度は速くないが，
肩の速度の方が，腰の速度よりも速い。肩と腰の角度変化は
ともに小さいが，肩の方が腰よりも角度変化が大きい。ひじ，
ひざの速度も穏やかだが，ひじの方がひざより速く動く。

肩と腰を穏やかに動かす。肩，腰ともに速度は速くないが，
肩の速度の方が，腰の速度よりも速い。肩と腰の角度変化は
ともに小さいが，肩の方が腰よりも角度変化が大きい。ひじ，
ひざの速度も穏やかだが，ひじの方がひざより速く動いている。

ウォロ
b

肩と腰，どちらも少し速めに動かす。肩の角度変化が大き
く，腰の角度変化は小さい。ひじとひざを速く動かしてお
り，ひじの動きの方が速い。

肩と腰を穏やかに動かす。腰の速度の方が，肩よりも少し速
い。肩と腰の角度変化は，ともに少ない。ひじとひざを速く
動かしており，ひじの動きの方が速い。

グラゲ
a

肩と腰を穏やかに動かす。肩と腰との速度はそれほど変わら
ない。角度変化でも，肩の角度変化と腰の角度変化に大きな
差はない。ひじ，ひざを速く動かしている。

肩と腰を穏やかに動かす。肩の方が腰よりも速度が速い。角
度変化でも，肩の角度変化の方が腰の角度変化よりも大き
い。ひじ，ひざも動くが，速くはない。

グラゲ
b

肩と腰を穏やかに動かす。肩の速度の方が，腰の速度よりも
速い。肩，腰とも角度変化そのものは大きくないが，肩，腰
とも同じような振幅をしている。ひじ，ひざの動きも穏やか
だが，ひじの動きの方が速く，動きも多いことがわかる。

肩と腰を穏やかに動かす。肩の速度の方が，腰の速度よりも
速い。肩，腰とも角度変化は大きくないが，肩の方がやや変
化が大きい。ひじ，ひざの動きも穏やかだが，比較すると，
ひざの動きの方が速い。

コンソ
a

肩と腰を穏やかに動かす。肩と腰の速度変化の波形が異なっ
ており，肩と腰とで，異なった動きをしている。速度変化で
は，腰の方が大きく動いている。角度変化を見ると，肩と腰
を同じように動かしていないが，肩，腰ともに動いており，
どちらかの動きの方が大きいとは言えない。ひじとひざの速
度変化も波形が異なっており，ひじの動きが大きく，ひざを
ひじよりも小刻み動かしている。

肩と腰を穏やかに動かす。肩と腰の速度変化の波形が異なっ
ており，肩と腰とで，異なった動きをしている。肩と腰の角
度変化でも，肩の方が，腰よりも動いている。ひじとひざの
速度変化も波形が異なっており，ひじを動かすことの方が，
ひざを動かすことよりも多い。

コンソ
b

肩と腰を穏やかに動かす，肩の速度よりも腰の速度の方が速
い。一方，角度変化では，腰の変化の方が大きく，肩の角度
変化は小さい。両ひじの動きは穏やかである。ひざの動きに
も，左右で大きな差はない

肩と腰を穏やかに動かす，肩の速度よりも腰の速度の方が速
い。一方，角度変化では，肩の変化の方が大きく，腰の角度
変化は小さい。両ひじの動きは穏やかである。ひざの動きで
は，左ひざの方が，右ひざよりも大きく動いている。

ソマリ
a

肩と腰とを穏やかに動かす。肩の速度の方が，腰の速度より
も速い。肩と腰の角度変化はともに大きい。ひじの速さで
は，右ひじの方がを速く，左ひじの方が遅い。ひざについて
は，左右での明確な速度の違いは見いだせない。

肩と腰とを穏やかに動かす。肩の速度の方が，腰の速度より
も速い。肩と腰の角度変化はともに小さい。両ひじを速く動
かしている一方，左ひざの動きは小さく，右ひざの動きの方
が大きい。

ソマリ
b

速度変化から，肩と腰を穏やかに動かしている。肩の速さの
方が腰よりも速い。角度変化から，肩を大きく動かしている
が腰はあまり動いていないことがわかる。ひじとひざの速度
変化から，ひじを穏やかに動かし，ひざを小さく小刻みに動
かしている。速度を見ると，ひじとひざが同じように動いて
いない。

速度変化から，肩を穏やかに動かし，腰はほとんど動かさな
い。角度変化から，肩を大きく動かしているが腰はほとんど
動いていない。ひじとひざの速度変化から，ひじを穏やかに
動かし，ひざはほとんど動かしていない。

オロモ
a

肩と腰の速度変化が遅く，角度変化も小さい。肩の速度変化
の方が腰よりも大きく，角度変化も肩の方がやや大きいた
め，肩のほうが動いている。ひじ，ひざの速度変化から，ひ
じを穏やかに動かし，ひざがほとんど動いていない。左ひじ
の方が，右ひじよりも速く動いている。

肩と腰とを速く動かしている。角度変化を見ると，肩と腰の
動きはそれほど大きくないため，肩と腰の動きは，速く，小
刻みである。ひじとひざの速度変化から，ひじ，ひざを穏や
かに動かしている。ひじは両方とも同じような速度だが，左
ひざの方が，右ひざよりも少し速い。

オロモ
b



グラゲaの重要な点は，腕と脚の動きと，時々，首
と肩も用いることであり，女性Dの舞踊動作におい
ては全体的に動きが良く，特に腕と脚の動きが良い
から，女性Dの方が良いとしている。解析結果にお
いても，女性Dのひじ，ひざの速度が女性Cを上回
っており，対象者S，Zのコメントを裏付けできる
解析結果となっている。
　また，対象者S，Zによると，グラゲbも，舞踊
動作の特性に即した動きをしているのは女性Dで
あるという。グラゲbの重要な点は，脚，肩，首の
動きであり，腰の動きも重要である。女性Dは全身
を使い，腰も動いているのに対し，女性Cは腕の動
きのみで表現しようとしているため，女性Dの動き
がベストであるとしている。解析においても，女性
Dの肩，腰，ひじ，ひざの速度のすべてが女性Cを
上回っており，対象者S，Zのコメントを裏付けで
きる結果となっている。
Ⅴ・２・４　コンソ
　対象者S，Zによると，コンソaにおいて，舞踊
動作の特性に即した動きをしているのは女性Dで
あるという。コンソaの重要な点は肩，腕，脚の動
きであり，時々，首も使う。女性Dは，全身の動き
が良く，その中でも特に首と肩の動きが良いとして
いる。解析では女性Cと女性Dとで，速度，角度と
も数値そのものが小さいため，目に見えるような差
がなく，また，本研究では首の動きの解析は行えて
いないため，聞き取り調査を解析で裏付けることは
できなかった。
　次に，対象者S，Zによると，コンソbにおいて，
舞踊特性に即した動きをしているのは女性Dであ
るという。コンソbの重要な点は腰と腕の動きであ
り，女性Dは，腰と腕の動きが良いとしている。解
析では，コンソbについて，女性Dの方が腰を動か
す表現を用いている傾向が読み取れており，対象者
S，Zのコメントを裏付けできる結果となっている。
Ⅴ・２・５ソマリ
　対象者S，Zによると，ソマリaにおいて，舞踊
動作の特性に即した動きをしているのは女性Cであ

るという。その理由は，ソマリaの重要な点は腰と
腕の動きであり，女性Cは，腕，肩，上半身の動き
が良いからであるとしている。解析結果では，女性
Cの方が女性Dよりもひじの速度が遅く，肩，腰の
角度変化については，女性Cの方が肩を大きく動か
している。一方，腰の動きでは，女性Dの方が大き
い。これらのことから，上半身の動きに着目すると
女性Cの動きの方が良いため，ある程度，対象者S，
Zの証言を解析によって裏付けられたと言えるが，
さらなる検証も必要である。
　次に，ソマリbにおいて舞踊動作の特性に即した
動きをしているのは女性Dであるという。その理
由は，ソマリbの重要な点は腕と腰の動きであり，
女性Dは，おもに腕と肩を中心とした，全身を使っ
た波のような動きができているからであるとしてい
る。解析では，肩とひじの速度では女性Cと女性D
との間に明確な差はないが，肩と腰の角度変化につ
いては，女性Dの方が，明らかに大きく，きれいな
波形を描いていることから，聞き取り調査を解析で
裏付けることができている。
V・２・６　オロモ
　男性の舞踊動作と同様，オロモaはショア・オロ
モ，オロモbはアルシ・オロモの動作である。対象
者S，Zによると，オロモaにおいて，舞踊動作の
特性に即した動きをしているのは女性Dであり，そ
の理由として，オロモaでは，おもに首，腕，ひざ
を使いつつ全身を用いて力強い表現をすることが望
ましく，女性Dは，オロモaで重要とされる動きが
できているとのことである。解析結果を見ると，肩
の角度変化から女性Dの動きが大きく，左右のひじ
の速度変化においても女性D方が多彩な動きをし
ていることがわかり，聞き取り調査の結果を裏付け
ることができる。
　次に，対象者S，Zによると，オロモbにおいて
も，舞踊動作の特性に即した動きをしているのは女
性Dであるという。その理由として，オロモbにお
いては腕と首の動きが重要であり，女性Dはその動
きができていることを挙げている。解析結果を見る
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と，腕の速度変化においては両者に大きな差はない
が，肩の角度変化では女性Cの方が女性Dよりも大
きい。対象者Zによると，オロモaでは首を中心に
頭を動かして髪の毛を振り回すような表現を行うが，
この表現は全身を用いるのではなく，あくまでも首
の動きによって行われるという。そのため，肩の角
度変化が小さいDの方が優れており，肩の角度変化
が大きく出てしまった女性Cの方が劣っているとみ
なされたと考えられる。
　Ⅴ・２・７　女性の舞踊に関する全体的傾向
　以上が女性の舞踊動作に関する聞き取り調査の結
果である。女性の舞踊においては，腰の動きや全身
を用いた表現が重要となるとのことであり，解析結
果でも，そのことを裏付けられるような結果を得ら
れている。
　さらに両ひじと両ひざの動きも算出したことを通
じて，肩や腰を強調する場面であっても，両腕や両
脚も常に動かしながら，全身を用いて多彩な表現を
行っていることが明らかになった。また，特にソマ
リやウォロにおいて，男性と比べてひざの動きが小
さいという傾向もはっきりと現れており，この点に
ついても，女性の場合は腕と腰の動きを重視すると
いう聞き取り調査でのコメントを裏付ける結果とな
っている。
　ただ，男性の舞踊動作の場合と同様，強調・重視
すべき部位の動作について，動作の大きさ，速さ，
一定のリズム等，何が重要とされるかについては舞
踊動作ごとに基準が異なる可能性が示唆されたため，
今後，さらなる検証を要することとなった。

おわりに

　本研究では，人類学的調査とモーションキャプチ
ャを用いた解析を通じて，エチオピアの舞踊動作の
特性および，舞踊家における舞踊動作の特性の表現
について明らかにした。
　舞踊動作の解析と聞き取り調査から，エチオピア
の各地域で継承されている舞踊それぞれにおいて，

どの部位に重点を置くのかが明確に決まっているこ
とがわかった。また，各舞踊とも肩を回す，肩を震
わせる等各部位が個別の動きをしている際にも，他
の部位も何らかの動きをしていることが明らかにな
った。たとえばエチオピアの舞踊の特徴のひとつと
して，肩や胸のみを動かすことや「エスケスタ」と
呼ばれる肩のみを大きく動かす動作が存在すること
が挙げられるが，調査および解析の結果からわかっ
たことは，「エスケスタ」のような肩を動かすこと
を見せる場面以外では，たとえば肩のみを動かして
いるように見える場面でも，全身を用いて表現して
いるということである。また，男性と女性との表現
において，男性が腕・肩・ひざ，女性が腕・腰の動
きを重視するという違いがあることも，解析結果に
より裏付けられた。
　地域間の差に関しては，それぞれの舞踊家の出身
地が舞踊動作の評価に影響を及ぼす可能性が見出さ
れた。男性Aと男性Bのプロフィールと聞き取り結
果とを比較すると，北部出身の男性Aは，北部の演
目の評価が高く，南部出身の男性Bは，南部の演目
であるグラゲの評価が高いという結果になった。た
だし，東部の演目ソマリでは男性Aの方が高い評価
を得ており，北部の演目であるウォロでは男性Bの
評価が高かったことから，舞踊歴や年齢等，他の要
素も考慮すべき結果となった。一方，女性Cと女性
Dのプロフィールと聞き取り結果とを比較すると，
北部出身の女性Cは，北部の演目であるウォロの評
価が高く，南部出身の女性Dは，南部の演目である
グラゲ，コンソの評価が高いという結果になった。
また，東部の演目であるソマリについては，ソマリ
aは女性C，ソマリbは女性Dとなった。結果的に，
出身地がそのまま舞踊動作の評価に繋がり，互いの
出身地ではない東部の演目においては，それぞれが
舞踊動作ごとに異なった評価を得るということにな
った。これらのことから，女性の場合においても舞
踊歴や年齢等，他の要素も考慮すべき結果となった。
　今後の課題として，人類学的な調査をもとに，そ
れぞれの地域の歴史，身体観，生業形態，宗教等を
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踏まえた上で，舞踊動作についての考察を進めてい
くことが挙げられる。また，舞踊動作の特性に関し
ては，本研究で明らかになったエチオピアの動作と，
これまで筆者らが行ってきた西アフリカ，東アフリ
カでの舞踊の動作特性の解析結果とを比較し，類似
点や異なる点を明らかにすることも課題としたい。
本研究の動作解析では，筆者らがこれまで行ってき
た方針を踏襲して肩と腰の動きの分析を行ったこと
に加え，ひじ，ひざにも着目している。その点に関
連し，本研究の執筆者の１人である野田は，修士論
文において肩と腰以外にも着目した上で舞踊の動作
特性を明らかにしている１）（池田 ２０００）。この点に
ついても，モーションキャプチャのデータをもとに
裏付けられるか，今後も検証を継続していく。
　また，本研究の成果をもとに，モーションキャプ
チャデータを用いたCG等を素材とし，舞踊の特性
および動作の客観的把握を行える機能を備えた，舞
踊学習や開発教育のためのソフトウェアの開発にも

寄与できると考えられる。アフリカの舞踊のデジタ
ル教育教材を利用することによって，アフリカと日
本の児童に関心を持ってもらうことを通じて，新た
な文化継承者を発掘することに繋げるとともに，日
本における異文化理解のための教材を開発すること
にも寄与することができる。
　最後に，エチオピアのインフォーマント諸氏と舞
踊団団員４名にご協力をいただき，さらには，２００８
年度～２０１２年度日本学術振興会基盤研究B「モーシ
ョンキャプチャを利用したアフリカの舞踊に関する
総合的研究」（研究代表者：遠藤保子），２０１４年度，
２０１５年度立命館産業社会学会共同研究助成「アフリ
カの舞踊と社会を対象にしたグローバル教育の教材
開発に関する研究」から研究助成金をいただきまし
た。心より御礼申し上げます。

注
１） 本稿執筆者，野田章子。執筆時は旧姓。 
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女性C　ウォロWollo-a

女性C　ウォロWollo-b
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女性C　グラゲGurage-a

女性C　グラゲGurage-b
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女性C　コンソKonso-a

女性C　コンソKonso-b
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女性C　ソマリSomali-a

女性C　ソマリSomali-b
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女性C　オロモOromo-a

女性C　オロモOromo-b
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女性D　ウォロWollo-a

女性D　ウォロWollo-b
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女性D　グラゲGurage-a

女性D　グラゲGurage-b
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女性D　コンソKonso-a

女性D　コンソKonso-b
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女性D　ソマリSomali-a

女性D　ソマリSomali-b
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女性D　オロモOromo-a

女性D　オロモOromo-b
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Abstract : This study aims to clarify the characteristics of today’s Ethiopian dances. In Ethiopia, traditional 
dances have been handed down from one generation to the next within local communities. Nowadays, there 

are fewer opportunities for local people to perform traditional dances and music due partly to young people 

increasingly gravitating toward Western cultures, but the country’s dance traditions have been carried on by 

dance companies belonging to the Ethiopian National Theater and by private dance troupes.

　To identify major characteristics of Ethiopian traditional dances, we used a motion capture system to 
digitally record five types of traditional local dances: Wollo dance in the north, Gurage dance in the mid-

west, Konso dance in the south, Somali dance in the east, and Oromo dance in the mid-south. In particular, 

analysis was performed of speed variations of dancers’ shoulder and hip movements, angle variations of 

their shoulder and hip lines, and the movements of their arms and knees. We also conducted interviews 

with local dancers about our analysis results.

　As a result, basic performance characteristics of each dance were identified. It was also found that in a 
dance that seems to emphasize the movement of specific parts of the body, the whole body is used to 

represent a variety of expressions. The interviews conducted based on analysis results have enabled us to 

promote a better understanding of performance characteristics and desired movements of each dance.

Keywords : Ethiopia, dance, motion capture, performance characteristics
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